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第９次稚内市社会教育中期計画 

第１節 計画策定について 

（１）計画策定の意義                                           

 ここ数年の私たちを取り巻く環境は、情報技術の発展と共に大きく変化しており、

加えて、依然として続く少子高齢化により、日本はこれまで我々が経験したことのない

社会構造へと向かうと言われております。 

こうした状況は個人の価値観や生活意識にも変化を与え、先行き不透明な経済情

勢や貧困問題、格差社会などの要因も加わり、今後も我々の生活やものの考え方な

ど、様々なところに影響を与え続けていくものと考えられます。 

 そうした中、地方創生の時代を迎え、社会教育に対しては大きな期待が寄せられて

おります。脆弱化した地縁的つながりを基盤とするコミュニティの維持・活性化や、

様々な理由により困難を抱える人々への援護、更に技術の発展と平均寿命の伸長に

伴う社会変化に対応した学習機会の提供など、地域で抱える課題の解決には社会

教育の力が不可欠とされております。 

 この期待に応えるためには、各地域・各分野、そして各世代における住民一人ひとり

が自分の役割を持ち、互いに連携して支えあいながら日ごろの活動に取り組むこと

が重要です。そして、社会教育行政の在り方をあらためて見直し、民間事業者や各種

団体なども交えた多様な主体を活かしながら、それぞれが抱える課題の解決に役立

つ学習環境の整備が求められております。 

そうした理念のもと、本計画では本市における今後の社会教育を推進していくにあ

たり指針を定めると共に、具体的な施策の方向性を示しております。 
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（２）計画策定に向けての基本的な考え方                           

 これまでの第８次社会教育中期計画の成果や課題を踏まえ、変化を続ける社会を

背景に稚内市における社会教育の役割を検討していく中で、市民一人ひとりの生涯

にわたる各世代に対応した計画・施策となるよう、「家庭教育（子育て支援）」・「青少

年教育」・「成人教育」・「高齢者教育」、さらに各世代に共通する社会教育施設や郷

土財産や文化活動に関する「活動支援」の５つの領域に分けて設定しております。 

 なお、スポーツ分野に関しては、第８次稚内市スポーツ推進中期計画として策定して

おります。 

 

（３）計画の位置づけ                      

この計画は、社会教育法第３条に規定される地方公共団体の任務を遂行するため、

稚内市における社会教育の振興に向けた方向性を示すものであり、「第５次稚内市

総合計画」や「稚内市生涯学習推進計画」などの関連計画との整合性を図りながら

推進するものです。 

 

（４）計画の推進期間                                           

 第９次稚内市社会教育中期計画は、2019（平成３１）年度から 2023年度の５年

間といたします。 
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◆2017 年度稚内市民社会教育意識調査（主な項目の抜粋） 

《回答者概要》 

配布数 1,800名 

回答者 501名（回答率 27.8％） 

 

 

Q「生涯学習」「社会教育」という言葉を知っていますか 

 

 

 

Q ここ１年間に継続して学習や活動された分野は何ですか（複数回答あり） 

 

全体 % 男性 % 女性 % 性別無回答
15～19歳 13 2.6% 6 2.4% 7 3.0% 0
20歳代 45 9.0% 17 6.9% 26 11.1% 2
30歳代 68 13.6% 33 13.4% 35 15.0% 0
40歳代 79 15.8% 32 13.0% 44 18.8% 3
50歳代 93 18.6% 50 20.3% 42 17.9% 1
60歳代 115 23.0% 62 25.2% 50 21.4% 3
70歳以上 82 16.4% 45 18.3% 29 12.4% 8
無回答 6 1.2% 1 0.4% 1 0.4% 4
合計 501 100.0% 246 100.0% 234 100.0% 21

35.1%

25.7%

24.2%

13.4%

11.6%

9.8%

8.8%

3.4%

3.4%

1.4%

1.2%

23.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

趣味

健康・体力づくり・スポーツ

仕事上必要な知識及び技能

家庭生活

ボランティア・地域活動

一般的な教養

育児や子どもの教育

郷土の歴史や文化

情報化

国際化

その他

何もしていない

言葉も意味も知っ

ている

44%

言葉は知っているが

意味は知らない

44%

言葉も意

味も知ら

ない

11%

無回答

1%

言葉も意味も

知っている

45%言葉は知っているが

意味は知らない

44%

言葉も意

味も知ら

ない

10%

無回答

1%

「生涯学習」について 「社会教育」について 
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Ｑ 地域活動に参加していますか 

 

 

Q地域活動に参加している回答者（139人）のその活動内容について（複数回答あり） 

 

 

Q地域活動に参加するきっかけがない・参加したい活動がない回答者が参加したい地域活動の内容について 

（複数回答あり） 

 

全体 % 男性 % 女性 %
参加している 139 27.7% 78 31.7% 52 22.2%
参加していない 337 67.3% 159 64.6% 170 72.6%
無回答 25 5.0% 9 3.7% 12 5.1%
合計 501 100.0% 246 100.0% 234 100.0%

87.1%

20.1%

17.3%

15.8%

15.8%

12.9%

12.9%

10.8%

10.8%

2.2%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町内会

まちづくり・コミュニティ

サークル(スポーツ)

サークル（芸術文化）

老人会

防犯・防災

ボランティア・NPO

子ども会

婦人・女性会

青年団

その他

29.2%

20.8%

16.2%

13.1%

11.5%

11.5%

5.4%

3.1%

2.3%

7.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

芸術・文化・スポーツ

地域の活性化

環境美化、環境保全

福祉

子育て支援

医療や健康

地域の防犯・防災

学習活動に対する支援・指導

青少年育成

その他
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第２節 計画の基本目標 

 

共に生き、共に学ぶ 

みんなの“つながり”で 

心豊かに育ちあう稚内
ま ち

 

 

 本計画における理念や設定領域については、第８次計画の考え方を踏襲すると共

に、そこに現状と課題を勘案して策定しております。 

策定委員会では５つの領域毎に検証して策定作業を進めてきましたが、これから

の５年間における重要なキーワードとして取り上げられたのが、前計画と同様に「つな

がり」です。 

今回の計画では、仲間と共に「つながり」を保ちながら、子どもからお年寄りまでの

あらゆる年齢層においても、豊かな心を持って育ちあうことを目標としております。 

また、本計画においても稚内市で 40年間にわたり継続されてきた、貴重な財産で

ある『子育て運動』の活動理念を活かし、未来へと継承していきながら、誰もが人とし

て尊ばれる地域共生社会の実現を目指し、あらゆる年代においても「つながり」が実

感できて、心豊かに成長していける稚内
ま ち

となるよう基本目標を掲げました。 

 



第３節 第９次稚内市社会教育中期計画体系図
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充

子どもたちが地域
とともに育つ社会
参画の推進

①多様化するコミュニケーションツールを有効活
用するための学習機会の提供

②人と人との対話を育む学びの場の提供

①同世代交流、多世代交流、親・保護者同士の交
流の活性化

②地域資源をいかした体験活動の充実

③地域における子どもたちの活動をサポートする
支援者の発掘・育成や、支援者が自由に参加・
交流できる場の構築

①親・保護者及び地域内外の人たちと協働して活
動する機会の充実

②地域課題に取り組むボランティア関係団体、行
政内他部署との連携強化

市民の生活課題
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供・ＰＲの充実

①地域の歴史や文化を学ぶ機会の拡充

②「子育て平和運動」の活性化と拡充

①市民とサークル、サークル間のつながりを生む
仕組みづくり

②民間事業者やＮＰＯ法人等との連携強化と相
互支援

子育てに関する伝
統的価値観の継
承

家庭教育を支える
つながりづくり

多様で豊かなコ
ミュニケーション
能力の育成

①個々の家庭環境や状況に応じた子育て相談・
支援体制の充実・多様化

②親育ちに関する学習機会の提供及び親子ふ
れあい事業の推進

①多世代交流の推進

②市民ぐるみのふれあいを活かす環境づくり

③地域及び幼稚園・保育所から大学に至る全て
の教育関係機関の連携の強化

①情報化社会を豊かに生きるためのモラルを学び
合う機会の創出

②意欲や好奇心、想像力や共感性、忍耐力や協
調性などの非認知能力を育む学習環境・人間
関係の構築
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【領域別】 【推進施策】 【具体的施策】【重点目標】

人
と
学
び
合
う
豊
か
な
体
験
活
動

を
通
し
、夢
や
希
望
が
持
て
る
青

少
年
の
育
成

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
た
め
に
学
び

あ
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
暮
ら
し

と
地
域
を
つ
く
ろ
う
！

-6-



【
基
本
目
標
】
共
に
生
き
、共
に
学
ぶ

み
ん
な
の
〝つ
な
が
り
〟で
心
豊
か
に
育
ち
あ
う
稚
内

ま

ち

高
齢
者
教
育

活
動
支
援

郷土財産の浸透
と有効活用

社会教育施設の
有効活用の促進

文化・芸術を身近
に感じられる環境
づくり

①郷土財産の周知とそれらを活用する団体への
支援

②郷土財産を学習する機会の拡充と、実際に
見学・体験する場の創出

①施設の有効かつ効率的な利用の促進

②施設や事業に関する積極的でわかりやすい
情報提供

①学びの場、成果発表の場の拡充

①文化・芸術等に触れる機会の拡充

②新たな分野への取り組みと、多様な団体に対す
る活動支援

一人ひとりが健
康で、暮らしに潤
いと活力を生む
ための環境づくり

豊かな経験・文
化を次世代へつ
なぐための学習
機会・活躍の場
の充実

①関係機関や市民団体と連携した講座の実施

②高齢者に向けたわかりやすい情報提供と、学
習機会や仲間づくりの全市的な拡充と支援

①自分が住んでいる地域の歴史や逸話などを語
り合えるようになるための学習支援

②高齢者の技術（わざ）や知恵を分かち合い、そ
れらを地域づくりに活かす場の形成

③多世代交流の更なる発展と充実

自
分
を
見
つ
め
、地
域
を
見
つ
め
、

自
ら
輝
こ
う
！

【領域別】 【推進施策】 【具体的施策】【重点目標】

い
っ
て
み
よ
う
！
や
っ
て
み
よ
う
！

学びが循環する
環境の創出

②従来の形式にとらわれない講座の創出

③福祉機関や大学及び学校との連携強化
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第４節 社会教育の各領域における「重点目標」、 

「現状と課題」、「目標の趣旨」、「推進施策」 
 

（１）家庭教育（子育て支援）                        

重点目標 

 

 

 

現状と課題 

  子どもたちは家庭や地域の中で、生活や遊びといった直接的・具体的な体験を通して心身ともに成

長し、規範や行動能力、社会性や自主性を身につけ自立していきます。しかし現在は、少子化や共働

き・ひとり親世帯の増加などを背景に、家庭や地域でのコミュニケーションが不足しがちで、人との関

わりを含む様々な経験の不足や、生活習慣の乱れがもたらす問題が表面化し、援助を必要とする子ど

もたちが増えております。 

また、急速な情報機器の普及により、欲しい情報は簡単に手に入る一方、情報の正しさを見分ける

ことが困難になってきており、さらに近年においては、社会構造の変化や家庭環境の格差から生じる子

どもの貧困＊１についても課題とされるなかで、子育てに不安を抱える家庭が増加しております。 

    本市が展開する、安心して子育てできる環境づくりや充実した子育て支援策は評価を得ており、子

育てしやすいまちづくりが進められていますが、今後も時代や環境の変化に応じた子育て支援策を拡

充し、地域全体で子どもたちを育む体制をより磐石なものとするためにも、市民ぐるみで取り組んでき

た子育て運動＊２の重要性を再確認し、より一層、家庭や地域に浸透させていく必要があります。 

 

目標の趣旨 

  家庭や地域において、子どもたちが自然に学び身に付けるはずのコミュニケーション能力や道徳的知識を、

適齢期にしっかりと備えられるような子育て支援を推進します。 

 

推進施策 

（1）子育てに関する伝統的価値観の継承 

    子育てに関する相談が気軽にできる仕組みづくりを進めると共に、稚内ならではの価値観を

子どもたちや子育て世代に浸透させるべく、子育て支援事業の充実、拡充を進め、「子どもたち

はまちの宝」として地域ぐるみで子育て支援を推進し「わっかないっ子」の健やかな成長をサポ

ートします。 

① 個々の家庭環境や状況に応じた子育て相談・支援体制の充実・多様化 

② 親育ちに関する学習機会の提供及び親子ふれあい事業の推進 

 

 

人が人として育つための土台作り 
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（2）家庭教育を支えるつながりづくり 

    子育て世代と高齢者、高齢者と子どもたち、親の先輩・後輩、さらに行政間や民間も交えた「つ

ながり」により、地域をあげて子育てできる環境整備を進めます。 

      ① 多世代交流の推進 

      ② 市民ぐるみのふれあいを活かす環境づくり 

      ③ 地域及び幼稚園・保育所から大学に至る全ての教育関係機関の連携の強化 

 

（3）多様で豊かなコミュニケーション能力の育成 

    スマートフォンや人工知能等、急速に進む技術革新とサービスの発展により、ライフスタイルが

変化し続ける現代社会にあって、多様なコミュニケーション方法を正しく理解し、適切に使い分け

る知識を浸透させると共に、稚内らしい地域ぐるみのふれあいや、人と人とのつながりの大切さを

感じられるような取り組みを推進します。 

      ① 情報化社会を豊かに生きるためのモラルを学びあう機会の創出 

      ② 意欲や好奇心、想像力や共感性、忍耐力や協調性などの人と関わる力（非認知能力＊３）を

育む学習環境・人間関係の構築  

24.0%

53.1%

17.6%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

言葉も内容も知っている

言葉は知っているが内容は知らない

言葉も内容も知らない

無回答

Q 稚内市の「子育て運動」について知っていますか。 

2017 年度 稚内市民社会教育意識調査より 

指標 現状値 目標値

言葉も内容も知っている人の割合 24％（2017年度） 30％（2023年度）
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（２）青少年教育                               

重点目標 
 
 
 

現状と課題 

  情報機器の急激な普及と技術の進展を背景とする、目に見えない相手と容易に会話や情報交換

ができる環境が生まれております。子どもたちの中でも SNS 等によるトラブルを増加させたばかりで

なく、家族間や地域での人と人とのつながりのあるべき姿にも多大な影響を及ぼしております。 

また、様々な社会的要因により生活形態が変わる中で、習い事や少年団活動など、子どもたちの活

動は多岐にわたるようになり、少子高齢化ともあいまって、子ども会活動や子育て事業に参加する子ど

もたちの数は少なくなりました。そうした中、子どもたちと子育てを担う世代が地域に参画する時間を

確保しつつ、伝統ある子ども会や各地区での活動が継続され、多世代交流による学びあいやふれあ

いの機会が盛んに生まれることがますます重要になっております。 

本市には市民みんなで子どもたちの成長を支え、地域ぐるみで子どもの成長を促すための「子育て

提言＊４」があります。今後は学校・家庭・地域相互の連携及び協力の促進を図り、この「子育て提言」

に込められた思いをさらに浸透させ、子どもたちにとって、より安全・安心な環境を作り上げるとともに、

子どもたちの健やかな成長に欠かすことのできない様々な自然体験、社会体験、生活・文化活動体験

を日常的に積み重ねられる仕組みづくりが必要です。 
 

目標の趣旨 

  様々な体験活動を通して、子どもたちが自ら考え行動できる力、仲間と一緒に協力して困難を乗り

越える力を育みます。 

また、親・保護者や地域とともに主体的に参画する体験活動を通して、子どもから大人まで共に学

び成長することにより、大人に憧れ、地域の良さに気付き、自ら目標や夢を描けるような、青少年の育

成を図ります。 
 

推進施策 
(1)豊かなコミュニケーション能力を育む環境づくり 

情報機器の急速な普及によりコミュニケーションの方法や手段が多様化すると共に、交流範囲も

拡大していることから、そうした時代の変化と上手に付き合う能力を養うための学習機会の提供、充

実を図ります。 

また、スクールガードボランティア＊５による子どもの見守り活動は、挨拶や声かけによりふれあいや

お互いの心の成長を促すものであり、今後も心のつながりを重視した取り組みとして継続していきま

す。 

①多様化するコミュニケーションツールを有効活用するための学習機会の提供 

②人と人との対話を育む学びの場の提供 

人と学びあう豊かな体験活動を通し、夢や希望が持てる青少年の育成 
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(2)子どもたちが様々な人や体験に出会う場の創出と拡充 

   地域住民をはじめとする様々な人々と触れあい、新しい刺激と魅力にあふれた経験を通じて学び

あう中で、大人の頼もしさや地域の自然・歴史・文化の豊かさに気づき憧れと誇りが持てるような機

会の充実を図ります。 

    ①同世代交流、多世代交流、親・保護者同士の交流の活性化 

    ②地域資源を活かした体験活動（自然・社会・生活・文化の体験機会）の拡充 

    ③地域における子どもたちの活動をサポートする支援者（子育てを終えた大人など）の発掘・育成

や、支援者が自由に参加・交流できる場の構築 

 

(3)子どもたちが地域とともに育つ社会参画の推進 

   社会・地域の将来を担う子どもたちが、自分たちと地域のあり方について主体的に考え、自ら課

題を発見し取り組んでいけるように、単に既存の地域の仕組みや生活様式から受身で学び育てら

れるだけにとどまらず、地域内外の取り組みやつながりを通じて人々が助けあい学びあいながら地

域を育てていく地域づくりの一員として参画し、活躍できるような機会の充実を図ります。 

    ①親・保護者及び地域内外の人たちと協働して活動する機会の充実 

    ②地域課題に取り組むボランティア関係団体、行政内他部署との連携強化 

 

Q 社会教育課で実施している事業に参加した小学生のアンケート結果 

絶対参加する

72%

たぶん参加する

28%

あまり参加したくない

0%

少年自然の家での事業に

また参加したいか

楽しかった

95%

まあまあ楽し

かった

5%

つまらなかった

0%

生涯学習総合支援センターでの

事業に参加した感想

指標 現状値 目標値

教育委員会が実施する小学生向けの
体験事業件数及び参加者数

21件
1,511人（2017年度）

23件
1,600人（2023年度）
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（３）成人教育                                 

重点目標 

 

 

 

 
 

現状と課題 

  成人期は、生活や仕事に役立つもの、自己の向上を図るもの、地域課題を解決するものなど、より

高度で充実した学習が必要な時期です。しかし、意欲はありつつも実際には仕事や子育てに追われ、

学習時間を持つには非常に難しい現状があります。 

また、共働きやひとり親世帯の増加、地域の人間関係の希薄化などに起因する、地域活動への参加

者の減少が見られ、町内会やＰＴＡなど既存組織の活動も衰退しているケースが増加しております。さ

らに、急速な少子高齢化もあり、サークルやボランティア団体の高齢化が進み、活動が縮小して、団体

の存続も難しくなるなど、これまでの活動を次世代が継続できないということも懸念されております。 

公私ともに忙しくもあり、一方で学習ニーズが多様化するこの時期に、そのニーズをしっかりととらえ、

参加しやすい学習機会を創出すると共に、その学習の成果を地域や家庭で還元できる仕組みづくり

が必要です。さらに、稚内学等の学習の場を充実させ、稚内の歴史や文化の他、「子育て運動」など

我がまちならではの取り組みについても市民一人ひとりに浸透させ、次世代へ継承していく仕組みづ

くりが望まれています。 

  

目標の趣旨 

  家庭や職場、地域など、どのような場であっても中心的役割を担う世代に、それぞれのニーズや課

題に合致した学習の場を提供するとともに、助けあい、力を合わせるつながりが生まれる仕組みづくり

を進めます。 

 

推進施策 

(1)市民の生活課題に応える学習環境の整備 

   市民のニーズに合った内容や手法を取り入れ学ぶ意欲を育むとともに、行政主導だけではなく、

市民発信の情報提供へも積極的に協力し、新たなつながりを生み出します。 

    ①「時代の変化」や「地域の課題」に応じた各種講座の実施及び講座形式の検討 

    ②新しいつながりを生むきっかけとなる情報の提供・ＰＲの充実 

  

一人ひとりが輝くために学びあいのネットワークで暮らしと地域をつくろう！ 

～稚内
ま ち

の主役はわたしたち～ 
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(2)地域課題を教材化した成人教育の推進 

   地域の文化や歴史などを学習する機会を充実させることで郷土愛を育むとともに、その学習成

果を地域に内在する課題の解決に役立たせつつ、まちづくりを推進できる環境を整備することで、

個人や組織単位で学習成果を地域に還元できる仕組みづくりを進めます。 

    ①地域の歴史や文化を学ぶ機会（稚内学など）の拡充 

    ②「子育て平和運動」の活性化と拡充 

 

(3)地域における豊かな“つながり”づくり 

   事業や市民活動の情報の共有化を図り、市民が各種サークルや団体と新たにつながる仕組み

づくりを検討するほか、市民と行政の連携を強化し、市民のニーズに沿った事業を展開します。 

    ①市民とサークル、サークル間のつながりを生む仕組みづくり 

    ②民間事業者やＮＰＯ法人等との連携強化と相互支援 

  

Q 今後どのような学習や活動に取り組んでみたいと思いますか。（複数回答あり） 

2017 年度 稚内市民社会教育意識調査より 

指標 現状値 目標値

郷土を学ぶ事業への参加者数 110人（2017年度） 200人（2023年度）

地域活動への参加率（20代以上）
※稚内市民社会教育意識調査より抜粋

28.2％（2017年度） 30％（2023年度）

45.9%

42.3%

21.8%

16.6%

14.2%

13.4%

10.8%

7.8%

5.0%

3.4%

10.0%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

健康・体力づくり・スポーツ

趣味

仕事上必要な知識及び技能

一般的な教養

家庭生活

ボランティア・地域活動

育児や子どもの教育

情報化

郷土の歴史や文化

国際化

何もしたくない

その他
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（４）高齢者教育                              

 

重点目標 

 

 

 

 

現状と課題 

  日本の出生数が減少を続ける一方、平均寿命は世界一の水準にあり、世界でも類を見ないスピード

で高齢化率が上がり続け、ほとんどの国が経験したことのない社会構造へと突き進んでおります。本市

においても人口減少と共に高齢化は続き、２０１８（平成３０）年度における高齢者比率は 31.8％に達

し、これからもその割合が高くなることが予想されます。 

そうした背景のもと、後期高齢者の一人暮らしが目立ち、地域との関わりが脆弱化していることが問

題となっておりますが、一方で、現在では高齢者の中にも働く意欲や学習意欲が高く、まだまだ現役の

まちづくりの主役として活躍される方も多く存在します。 

高齢者がこれまでの長い人生で培ってきた、豊かな知識や経験を活かせる「居場所」や「出番」を見

出して、地域の担い手として活躍することは、高齢者の生きがいとなるばかりではく、地域文化が我がま

ちの財産として、共に参画する子どもたちや若い世代へ、継承されていくこととなります。 

今後は、高齢者が自らの能力を十分に発揮できる環境づくりを進めるとともに、時代や環境の変化

により発生する新たな課題に対しての学習の場も提供し、いつまでも高齢者が元気に楽しく活躍できる

環境を整備することが望まれています。 

 

目標の趣旨 

   これまでのまちづくりを担ってきた高齢者の知識や経験・技術、また、つくり上げてきた文化を仲間

と共に次世代へ伝えることのできる機会を創出します。 

また、楽しく心豊かな生活を送るための学習機会の充実を図り、まちづくりの担い手として高齢者が

生きがいを感じられる環境整備を進めます。 

  

自分を見つめ、地域を見つめ、自ら輝こう！ 

～楽しく仲間と共に～ 
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推進施策 

(1)一人ひとりが健康で、暮らしに潤いと活力を生むための環境づくり 

    高齢者の学習ニーズに合わせた講座やサークル活動の支援を実施するほか、大切な情報がしっ

かりと伝わる仕組みを工夫し、楽しく心豊かに生活できる環境をつくります。 

    ①関係機関や市民団体と連携した講座の実施 

    ②高齢者に向けたわかりやすい情報提供と、学習機会や仲間づくりの全市的な拡充と支援 

 

(2)豊かな経験・文化を次世代へつなぐための学習機会・活躍の場の充実 

   長い人生経験により蓄積された豊富な知恵や知識・技術を、後世へ伝える機会を増やし、さらに

高齢者の学習機会を大切にし、その学習成果を発揮できる場づくりを支援します。 

    ①自分が住んでいる地域の歴史や逸話などを語り合えるようになるための学習支援 

  ②高齢者の技術
わ ざ

や知恵を分かち合い、それらを地域づくりに活かす場の形成 

③多世代交流の更なる発展と充実 

 

  

Q 学習や活動をどのような人と行いましたか。（60 代以上・複数回答あり） 

2017 年度 稚内市民社会教育意識調査より 

指標 現状値 目標値

グループやサークル、趣味・スポーツ仲間と
学習・活動を行っている60代以上の割合

46.2％（2017年度） 50％（2023年度）

30.5%

28.9%

17.3%

13.7%

8.1%

2.5%

1.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

自分ひとりで

同じ趣味や同じスポーツ仲間と

グループやサークルの仲間と

家族と

職場の仲間と

社会教育関係団体

その他
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（５）活動支援                                           

重点目標 

 

 

 
 

現状と課題 

稚内市には豊かな自然と歴史的な文化財、北海道遺産＊６など魅力と特色ある財産が数多く存在し、

それらは市のシンボルや観光資源として活用されております。また、市内には市民の活動を支える施設

が多くあり、総合勤労者会館や活動拠点センター、そして 2018（平成３０）年度にオープンした「生涯

学習総合支援センター（風～る わっかない）」では、日頃から様々なサークル活動をはじめ、各種団体

による会合や講座などが行われております。さらに芸術・文化の拠点である総合文化センターは、これ

までも様々な鑑賞機会や学習成果の発表の場として活用されております。北方記念館や旧瀬戸邸、新

たにオープンした樺太記念館では、市民のみならず観光客も稚内の歴史を詳しく学ぶことができ、市

立図書館は多くの方の貴重な学習の場となっております。 

しかしながら、こうした郷土の資源・財産の価値や、各施設の機能や特性などは市民に十分に周知

されておらず、有効的に活用しきれていないという課題もあります。そうした中、施設利用者や指定管

理者等との連携による新たな活用方法の模索や、本市が持つ自然や歴史的な財産に付加価値を見

出そうとする動きも見られます。また少子高齢化の影響で会員の減少が進む中でも、意欲的に取り組

むサークルや団体が見受けられ、これからの展開と継続の在り方次第では、市民活動を活発化させる

団体が数多く存在することも事実です。 

そうした背景も踏まえ、これからは市内の各地にある自然・文化財・各種施設を、幅広い年齢層の

様々な目的に沿って上手に活用ができるよう、関係する機関や個人が一層つながりを強めるとともに、

互いに知恵を出し合い、既存事業にとらわれない発想や連携を模索する必要があります。 
 

目標の趣旨 

   自然や文化財のほか、我がまちで生まれた文化など、郷土の財産を有効活用するとともに、活動の

拠点となる各施設の効率的な利用の促進を図ります。また、学習意欲を高める機会の創出、拡充を図

るほか、文化、芸術を身近に感じられる環境の整備を進めます。 
 

推進施策 

(1)郷土財産の浸透と有効活用 

    有形・無形の文化財や豊かな自然が「自分たちの財産」であると市民一人ひとりが認識できる

ような仕組みづくりや講座の開設、体験学習機会の充実を図ります。 

    ①郷土財産の周知とそれらを活用する団体への支援 

    ②郷土財産を学習する機会の拡充と、実際に見学・体験する場の創出 

いってみよう！やってみよう！ 

～魅力あふれる施設運営と活動支援～ 
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(2)社会教育施設の有効活用の促進 

    各施設の利便性を追求し、特性を活かした事業展開を進めるほか、新たな利用方法を探り、誰

もが使いやすい施設整備と有効活用を促します。 

    ①施設の有効かつ効率的な利用の促進 

②施設や事業に関する積極的でわかりやすい情報提供 

  

(3)文化・芸術を身近に感じられる環境づくり 

    鑑賞型、参画型ともに、多様な文化・芸術等に触れる機会の充実を図るとともに、各種活動団体

や施設利用者・地域活動への支援を進め、文化の振興を図ります。 

    ①文化・芸術等に触れる機会の拡充 

    ②新たな分野への取り組みと、多様な団体に対する活動支援 

 

(4)学びが循環する環境の創出 

    講座の目的・内容・手法や、開催会場などを再検討し、新たな学びの場を創出するほか、学んだ

ことを活かせる環境づくりを進めます。 

    ①学びの場、成果発表の場の拡充 

    ②従来の形式にとらわれない講座の創出 

    ③福祉機関や大学及び学校との連携強化 

 

Q 学習や活動をするためによく使用する場所はどこですか。（複数回答あり） 

2017 年度 稚内市民社会教育意識調査より 

指標 現状値 目標値

風～る わっかないの利用者数 15,000人（2018年度） 20,000人（2023年度）

北方記念館、樺太記念館、
旧瀬戸邸の入館者数

30,900人（2018年度） 50,000人（2023年度）

※1 社会教育センターは現在廃止されており、その代替施設は生涯学習総合支援センター（風～る わっかない）です。 

66.1%
18.0%

13.6%
12.8%

8.9%
8.9%

5.5%
5.0%

3.4%
3.1%
2.9%

8.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

個人の家
体育館、野球場などのスポーツ施設

図書館
講座、講演など事業を実施している会場

町内会館
コミュニティセンター、活動拠点センター

保育所、幼稚園、小中学校、高等学校、大学
総合勤労者会館

社会教育センター※1
総合福祉センター
個人の指導者宅

その他
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用語の解説                    

 

＊１ 子どもの貧困 

日本の子どもの貧困率は平成 24 年

に過去最悪の 16.3%となり、子どもの６

人に１人が平均的な所得の半分以下の

世帯で暮らす状況になっている。 

日本は先進国の中でも厳しい状況に

あり、子どもたちの将来が生まれ育った

環境に左右されないよう、国や自治体が

対策に乗り出している。 

 

＊２ 子育て運動 

子ども達の健やかな成長に必要な、授

業がよく分かり、生き生きと楽しい学校生

活と明るく健康な家庭、そして思いやりと

文化の香りがする平和で豊かな地域社

会を創り育てるため、学校・家庭・地域が

協力し、それぞれの教育力を総合的に高

め合う「市民ぐるみ」で行う運動のこと。 

稚内市では、昭和 53 年に教育関係

の各団体が「非行問題懇談会」を立ち

上げたことにはじまり、昭和 61 年の「子

育て平和都市」宣言などを経て、市長を

先頭に４０年もの間続けられている。 

 

＊３ 非認知能力 

国語・算数・理科・社会といった認知

能力（いわゆる学力）ではなく、「意欲・

自制心・やり抜く力・社会性」等の認知

能力以外のものを指す。 

 

＊４ 子育て提言 

子ども達の健やかな成長と、市民ぐる

みの子育て運動が発展することを願い、

大人の努力目標として提案しているもの。 

昭和 56 年に非行問題懇談会より発

表され、その後数回の改定を繰り返し現

在に至る。 

最新のものは、平成 21 年に子育て推

進協議会にて作成されたもの。（※内容

については別添資料参照） 

 

＊５ スクールガードボランティア 

児童・生徒が犯罪に巻き込まれないよ

う、校区内や周辺地域（通学路など）の

見回りを行っている。 

また、声かけなどの交流を通して、子ど

も達のコミュニケーション力の向上も図ら

れている。 

 

＊６ 北海道遺産 

次の世代へ引き継ぎたい有形・無形

の財産の中から、北海道民全体の宝物

として選ばれたもの。 
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